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［準拠した規格一覧］ 

 

・ＴＴＣ標準 ＪＴ－ Ｇ７０４   第２版（1989.4.28） １次群及び２次群ディジタルハイアラーキインタフェース       

                           における同期フレーム構成 

・ＴＴＣ標準 ＪＴ－ Ｇ７０３－ ａ 第４版（1997.4.23） 専用線二次群速度ユーザ・網インタフェースレイヤ１仕様 

・ＴＴＣ標準 ＪＴ－ Ｉ２１０   第２版（1989.4.28） ＩＳＤＮの提供するテレコミュニケーションサービスの原 

                           則と記述法 

・ＴＴＣ標準 ＪＴ－ Ｉ２３０   第２版（1989.4.28） ベアラサービスの定義 

・ＴＴＣ標準 ＪＴ－ Ｉ４１１－ ａ 第２版（1990.11.28） 専用ユーザ・網インタフェース規定点及びインタフェース 

                           構造 

・ＴＴＣ標準 ＪＴ－ Ｉ４３０－ ａ 第４版（1996.11.27） 専用線基本ユーザ・網インタフェースレイヤ１仕様 

・ＴＴＣ標準 ＪＴ－ Ｉ４３１－ ａ 第５版（1997.4.23） 専用線一次群速度ユーザ・網インタフェースレイヤ１仕様 

 

 

１．品目 

  本接続条件を適用するベアラサービスは、高速ディジタル伝送サービスと称し、その品目は第１表のとおりである。 

 

                           第１表 

項番 品目 情報転送速度 

1 64kb/s 64kb/s 

2 128kb/s 128kb/s 

3 192kb/s 192kb/s 

4 256kb/s 256kb/s 

5 384kb/s 384kb/s 

6 512kb/s 512kb/s 

7 768kb/s 768kb/s 

8 1Mb/s 1152kb/s 

9 1.5Mb/s 1536kb/s 

10 3Mb/s 3072kb/s 

11 4.5Mb/s 4608kb/s 

12 6Mb/s 6144kb/s 
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２ 説明事項 

 

２．１ サービス属性 

 

 各品目におけるベアラサービスの情報転送属性の値は、ＪＴ－ Ｉ２１０の記述方法に従い、第２表のとおりである。 

 

第２表 サービスの属性 

項番 情報転送属性 値 

１ 情報転送モード 回線 

２ 情報転送速度 第１表に示す 

３ 情報転送能力 非制限 

４ 構造 ８kHz 構造 

５ 通信の設定 専用 

６ 対称性 両方向対称 

７ 通信形態 ポイント・ポイント 

 

２．２ ユーザ・網インタフェース 

 本サービスは、JT-I411-a及び、JT-I430-a，JT-I431-a，またはJT-G703-aに準拠したユーザ・網インタフェースによ

りアクセスされるものである。 

 

２．３ 用語説明 

 

(1)ベアラサービス 

 ＪＴ－ Ｉ２１０及びＪＴ－ Ｉ２３０に規定のベアラサービスである。 

 

(2)回線 

 本条件に相互接続を規定するサービスは、回線モードベアラサービスカテゴリ（ＪＴ－ Ｉ２３０）に分類できるので、

これを回線と称する。 

 

(3)その他 

 特に指定のない限り、本条件にて用いる用語、記述法は、ＪＴ－ Ｉ２１０等の規定による。 
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３ 接続条件 

 

３．１ 規定点 

 

 本条件の規定するインタフェースの規定点は図１のとおりである。 

 

※：論理的条件がＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７（第３版）、７０８（第３版）、７０９（第４版）に

準拠したセクションのみ終端する装置が設置される場合がある。 

 

図１ インタフェース参照点 

 

３．２ 物理的条件 

 

インタフェース規定点が規定点Ａの場合に適用する物理的条件は、技術的条件集別表６又は技術的条件集別表６．

１のとおりである。 

インタフェース規定点が規定点Ｂの場合に適用する物理的条件は、技術的条件集別表６．２のとおりである。 

 

３．３ 論理的条件 

 

３．３．１ フレーム構成 

 

３．３．１．１ ディジタル２次群 

 ディジタル２次群中の基本フレーム構成は、ＪＴ－ Ｇ７０４の「6312kbit/s インタフェースにおける基本フレーム構

成」のとおりである。（図２） 

 

３．３．１．２ 1.5M パス 

 1.5M パスのフレーム構成は図３のとおりである。詳細は以下に示す。 

 

(1)1.5M パスの多重化 

 ①ディジタル２次群中には、1.5M パス４個（＃１～＃４）が多重化される。 

 ②1.5M パスに含まれるビット数は 196 であり、フレーム繰り返し速度は 8kHz である。 

 ③1.5M パス＃１のフレーム中ビット番号ｊの信号は、ディジタル２次群基本フレーム中のビット番号ｋに割り当てられ

る。このとき、ｉ，ｊ，ｋの関係を以下に示す。 

 

 

   ｋ＝３２（Ｂ－ １）+８（ｉ－ １）+ｂ      Ｂ：ＴＳ番号（１≦Ｂ≦２４） 

   ｊ＝ ８（Ｂ－ １）+ｂ        ただし  ｂ：ﾋﾞｯﾄ番号（１≦ｂ≦ ８） 

 

   ｋ＝７６８+４（ｂ-１）+ｉ 

   ｊ＝１９２+ｂ            ただし  ｂ：ﾋﾞｯﾄ番号（１≦ｂ≦ ４） 

※※

   ＣＮＥ

当社区間 直接協定事業者区間

●●

規定点Ｂ 規定点Ａ
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(2)1.5M パスフレーム構成 

 ①1.5M パス中には２４個のＴＳと、４個のＯＨビット（Ｓ１～Ｓ４）から構成される。 

 ②1.5M パスフレーム中のﾋﾞｯﾄ番号ｊと、ＴＳ番号Ｂとの関係は以下のとおり。 

    ｊ＝ ８（Ｂ－ １）+ｂ                  Ｂ：ＴＳ番号（１≦Ｂ≦２４） 

                            ただし  ｂ：ﾋﾞｯﾄ番号（１≦ｂ≦ ８）
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図２ ディジタル２次群のフレーム構成 

 

 #1 #2 #3 #4 ST F#1 #2 #3 #4

1 1 0 0 D#1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4

1 0 1 0 0

ﾖﾋﾞ ﾖﾋﾞ ﾖﾋﾞ SEND D

C C C C C

SEND：正常時＝0

警報時＝１

D：データリンク（未使用時"0") 

ﾖﾋﾞ："1" 

C:CRC-5    X5+X 4+X 2+1

（注）上図で示す＃１～＃４の位置に、1.5Mパスを４本収容する。1.5M内のＴＳ順序について、 
　　　6.3M上のTS,STと、1.5MパスのTS,STとの時間軸上の順序関係は保存する。 

#1 #2 #3 #4・・・・・・#1 #2 #3 #4

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

16bit
5bit

768bit

8 bit

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

bit

4bit 4bit 4bit 4bit 5bit

125 μs

bit
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図３  １．５Ｍパスのフレーム構成

1.5MBAIS K X K Y K Z

LOOPOCU LOOP1.5M － －

FS (FS) (FS) (FS)
－ － － －

AIS (ch1) AIS (ch7) AIS (ch13) AIS (ch19)

AIS (ch2) AIS (ch8) AIS (ch14) AIS (ch20)

AIS (ch3) AIS (ch9) AIS (ch15) AIS (ch21)
－ － － －

AIS (ch4) AIS (ch10) AIS (ch16) AIS (ch22)

AIS (ch5) AIS (ch11) AIS (ch17) AIS (ch23)

AIS (ch6) AIS (ch12) AIS (ch18) AIS (ch24)
－ － － －

1.5M BAIS － － －

FS (FS) (FS) (FS)

BAIS(ch1) BAIS (ch7)BAIS(ch13) BAIS(ch19)
－ － － －

BAIS(ch2) BAIS (ch8)BAIS(ch14) BAIS(ch20)

－ － － －

－ － － －

－ － － －

－ － － － － － － －
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(3)ＳＴフレーム構成 

 ①４個のＯＨは各々ＳＴフレームを構成し、ＴＳ対応のＯＨ信号等を多重化する。 

 ②ＳＴフレーム中に含まれるﾋﾞｯﾄ数は６４であり、繰り返し周波数は 125kHz である。 

 ③ＳＴフレーム中ﾋﾞｯﾄ番号 1，9，17，25，33，41，49，57 はＦＳビットと呼び、フレーム周期に使用される。 

 ④ＦＳビットの割り当ては、第３表のとおりである。 

 ⑤４個のＯＨの構成するＳＴフレームは全て同期している。即ち、各ＯＨビットが構成するＳＴフレーム中、同一ビッ

ト番号のビットは、同一の 1.5M パスフレーム中に多重化される。 

 

第３表 ＦＳビットの割り当て 

フレーム番号 ビット番号 

 1 9 17 25 33 41 49 57

１ 1 1 0 1 0 1 1 0 

２ 1 1 0 0 0 0 0 1 

３ 1 0 0 1 1 0 1 0 

４ 1 0 0 1 1 1 0 0 

５ 1 1 1 1 0 1 1 0 

６ 1 0 0 0 0 1 0 1 

 

(4)ＯＨの割り当て 

 ①Ｓ１ビットのＳＴフレーム中第８ビットは、1.5M パスに対応するＢＡＩＳビットを割り当て、正常時“０”、警報時

“１”を伝送する。 

 ②ＯＨ種別，対応ＴＳ番号，ＯＨ番号，及びＳＴフレーム中ビット番号の関係は以下のとおりである。すなわち、 

   Ｂ：対応ＴＳ番号 

   ｘ：ＯＨビット番号（ｘ＝１（Ｓ１），２（Ｓ２），３（Ｓ３），４（Ｓ４）） 

   ｙ：ＳＴフレーム中ビット番号 

   ｚ：ＯＨ種別 ｚ＝１  ：ＡＩＳ （正常時“０”，警報時“１”） 

          ｚ＝２  ：ＢＡＩＳ（正常時“０”，警報時“１”） 

          ｚ＝３  ：ＰＴＹ （正常時奇パリティ，警報時偶パリティ） 

          ｚ＝４  ：ＢＥＲＲ（正常時“０”，警報時“１”） 

          ｚ＝５～８：未使用 （   “０”） 

  とすると、 

   Ｂ＝６（ｘ－ １）+ｓ     （１≦ｓ≦６） 

   ｙ＝８（ｚ－ １）+ｓ+１ 

 ③ＴＳ毎パリティの計算範囲は、1.5M パスフレーム６４フレームであり、この中に収容されているＯＨビットが、ＳＴ

フレーム１フレーム（ビット番号１～６４）を構成する。ＴＳ毎パリティ計算範囲、計５１２ビットのパリティが、

次のＳＴフレーム中のＴＳ対応ＰＴＹビットに割り当てられる。 

 ④未使用ビットの処理は第４表のとおりである。 
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第４表 未使用ビットの処理 

フレーム番号 ビット番号 

 Ｓ１ Ｓ２ Ｓ３ Ｓ４ 

８ ①のとおり 1 0 0 

１６ 0 0 1 1 

２４ 1 1 1 1 

３２ 1 1 1 1 

４０ 1 1 1 1 

４８ 1 1 1 1 

５６ 1 1 1 1 

６４ 1 1 1 1 

 

 

３．３．２ フレーム同期 

 

 各フレームのフレーム同期は以下のとおりとする。 

 

(1)ディジタル２次群 ４マルチフレーム 

  同期方式；９ビットパルス検出１ビット即時シフト 

  前方保護；７段 

  後方保護；３段 

 

(2)ＳＴフレーム ６４マルチフレーム 

  同期方式；７ビットパルス検出１ビット即時シフト（Ｓ１ビットのみ） 

  前方保護；４段 

  後方保護；２段 

 

３．３．３ 回線の割り当て 

 

 各品目の回線はＣ１１Ｐ／Ｃ２１Ｐを介してディジタル２次群に割り当てられる。本節では、その割り当て方法につい

て述べる。 

 

３．３．３．１  Ｃ１１Ｐ／Ｃ２１Ｐ 

 

 ディジタル２次群には最大４個のＣ１１Ｐを多重化、または最大１個のＣ２１Ｐを多重化することができる。ここで、

Ｃ１１Ｐ及びＣ２１Ｐとは、以下に示すとおりである。 

 

(1)Ｃ１１Ｐ 

 

 ①Ｃ１１Ｐは、１個の 1.5M パスから構成される。 

 ②Ｃ１１Ｐのフレーム構成、ＳＴフレーム構成、ＯＨの割り当ては、1.5M パスと同一である。 
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(2)Ｃ２１Ｐ 

 

 ①Ｃ２１Ｐは、４個の 1.5M パスから構成される。 

 ②Ｃ２１Ｐ中のＴＳ番号Ｂ(2)、1.5M パス内のＴＳ番号Ｂ(1)、及び 1.5M パス番号ｉの関係は以下のとおりである。     

Ｂ(2)＝４（Ｂ(1)－ １）+ｉ 

  またＣ２１のＴＳ中ビット番号と、1.5M パスのＴＳ中ビット番号とは同一である。 

 ③４個の 1.5M パスのＳＴフレームは同期している。即ち、各 1.5M パスのＳＴフレームにおいて、同一ビット番号の

ビットは、同一のディジタル２次群フレーム中に多重化される。 

 ④ＴＳと、ＴＳに対応するＯＨとの関係は 1.5M パスにおける対応関係による。 

 

３．３．３．２ 回線 

 

 各品目の回線は、Ｃ１１ＰまたはＣ２１Ｐに収容される。その詳細を以下に示す。 

 

 ①各品目の回線は、Ｃ１１ＰまたはＣ２１Ｐ中に、適当なＴＳを先頭として、連続するＴＳに割り当てられる。 

 ②割り当てに際しては、８kHz の構造、及びビット番号を保存する。 

 ③各品目の割り当てに際して、先頭ＴＳとして割り当て可能なＴＳ及び連続するＴＳ数は第５表のとおりである。 

 ④１個のＣ１１ＰまたはＣ２１Ｐ中に複数の回線を割り当てることは、ＴＳが重ならない限り可能である。 

 

第５表 回線の割り当て 

項番 品目 割り当て可能な先頭ＴＳ 連続する 

  Ｃ１１Ｐ Ｃ２１Ｐ ＴＳ数 

１ 64Kb/s 1～24 1～96 1 

２ 128Kb/s 1～23 1～95 2 

３ 192Kb/s 1～22 1～94 3 

４ 256Kb/s 1～21 1～93 4 

５ 384Kb/s 1～19 1～91 6 

６ 512Kb/s 1～17 1～89 8 

７ 768Kb/s 1～13 1～85 12 

８ 1Mb/s 1～ 7 1～79 18 

９ 1.5Mb/s 1 1～73 24 

１０ 3Mb/s  1～49 48 

１１ 4.5Mb/s 割り当て不可 1～25 72 

１２ 6Mb/s  1 96 
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３．３．４ 警報 

 

 相互接続点を跨る警報についての考え方は以下のとおりである。 

 

 ①ディジタル２次群、1.5M パス、及びＴＳ単位に、相互接続点を介して、警報の授受を行う。 

 ②レイヤの上下関係は、上から、ディジタル２次群、1.5M パス、ＴＳとする。 

 ③ディジタル２次群の区間内に相互接続点がある時は、相互接続点の数は１点に限定される。1.5M パス及びＴＳにつ

いては、複数の相互接続点がある場合がある。 

 ④ディジタル２次群の区間の両端を、ディジタル２次群の終端点と称する。同様に、1.5M パスの終端点、ＴＳの終端

点が定義される。 

 ⑤①～③により、単数または複数の相互接続点を介して、各レイヤの終端点が対向することとなるが、本節における警

報の規定は、各終端点における動作の規定である。 

  終端点を有さず、通過するレイヤについては、信号をそのまま伝達する。 

 ⑥各終端点においては、警報の検出を行い、それを監視するとともに、対向終端点、及び下位レイヤに警報の転送を行

う。本節では、相互接続点を介する警報の転送を規定するための警報検出条件、及び警報転送条件を規定する。検出

した警報の監視方法の規定は含まない。 

 

 

３．３．４．１ 警報検出機能 

 

 相互接続に関する警報は、各警報対象の終端点で、第６表に従い検出／解除する。 

 

第６表 警報検出条件 

警報対象 警報種類 検 出 条 件 解 除 条 件 

ディジタル 

   ２次群 

AIS 入力信号４フレーム中 

“０”が２個以下 

入力信号４フレーム中 

“０”が３個以上 

 REC ＡＩＳ非検出の状態で 

 入力信号断時 または 

 フレーム同期はずれ 

（フレームパタン不一致を 

 ７回連続検出） 

 ＡＩＳ検出 

または 

 フレーム同期確立 

（フレームパタン一致を 

 ３回連続検出） 

 SEND ＳＥＮＤ＝“１”が８回連続 ＳＥＮＤ＝“０”が３回連続 

 ERR MON ＣＲＣ符号誤り検出を１回 ＣＲＣ符号誤り未検出 

 誤り率 

  劣化 

入力パルス列の誤り率が 

１０-4以上 

入力パルス列の誤り率が 

１０-6以下 

1.5Ｍパス AIS Ｓ１のビット列中 

“１”が１６８回連続 

Ｓ１の連続する１６８ビット中 

“０”を５回以上検出 

 BAIS ＢＡＩＳ＝“１”が５回連続 ＢＡＩＳ＝“０”が５回連続 

 REC ＡＩＳ非検出の状態で 

フレーム同期はずれ（Ｓ１中の

Ｆｓビットのフレームパターン

不一致を４回連続検出） 

ＡＩＳ検出 または 

フレーム同期確立（ Ｓ１中のＦｓ

ビットのフレームパタン一致を 

２回連続検出） 

ＴＳ AIS ＡＩＳ＝“１”が５回連続 ＡＩＳ＝“０”が５回連続 

 BAIS ＢＡＩＳ＝“１”が５回連続 ＢＡＩＳ＝“０”が５回連続 

 ERR 偶パリティを１回検出 奇パリティを１回検出 

 BERR ＢＥＲＲ＝“１”を１回検出 ＢＥＲＲ＝“０”を１回検出 

 

 

 

 

 



技別 11.2-11 

３．３．４．２ 警報転送機能 

 

 各レイヤの終端点における警報転送機能は、図４のとおりである。 

ただし、警報検出機能は、３．３．４．１節による。警報転送時のビット出力条件は、３．３．３節による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 警報転送機能 
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 凡例 
 ●：検出 
 ○：転送 

２次群終端点 1.5Ｍパス終端点 ＴＳ終端点 
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３．３．４．３ 警報通知機能 

 

 送出信号において相互接続点より網内で信号断を検出した場合は、相互接続点を介し相手側終端点で図５に示すよ

うに、ＲＥＣ又はＡＩＳ検出できる信号を通知することとする。網内に終端点を有さない場合も同様である。ただし、

相互接続点から各終端点までの接続構成は、図４のとおりであることを前提とする。 

 また、信号断時には関係する主信号は全て“１”にして送信することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      （網内）                    （相互接続点）     （相手網内） 

 

         ①ディジタル２次群信号の断， ②1.5Ｍパス信号の断， ③ＴＳ信号の断 

 

図５ 警報通知機能 

 

 

３．３．５ 試験 

 

 主信号に関する対向試験には、基本的には下記に示す生成多項式により発生される疑似ランダムパターンを用い

る。 

 

               生成多項式：  Ｘ11+Ｘ2+１ 

 

 

 

 

ＴＳ 
終端点 

1.5Ｍパス 
終端点 

２次群 
終端点 

信号方向 

（REC または，AIS） 
 ①↑ 

（REC または，AIS）
 ②↑ 

（AIS）
 ↑③ 

1.5Ｍパス 
ディジタル２次群 

③ 

② ① 


